
イ
ラ
ス
ト
・
本
郷
由
紀
子

火
災
予
防
に
若
者
の
目

宮
城
大
生
と

太
白
消
防
署

デ
ジ
タ
ル
作
品

啓
発
へ

消防署員から具体的な仕事を聞く宮城大の学生

宮
城
大
の
学
生
が
、
仙
台
市

消
防
局
（
太
白
消
防
署
）
と
共

同
で
、
火
災
予
防
や
防
火
活
動

の
啓
発
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
作

品
を
授
業
で
制
作
す
る
。
同
大

の
地
域
連
携
事
業
の
一
環
。
若

者
の
視
点
を
消
防
に
役
立
て
よ

う
と
消
防
署
側
が
提
案
し
た
。

制
作
は
、
鈴
木
優
准
教
授
の

指
導
で
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
を

学
ぶ
事
業
構
想
学
群
３
年
生
の

「
感
性
情
報
デ
ザ
イ
ン
演
習
」

で
行
わ
れ
る
。

人
が
５
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
ゲ
ー
ム
や
Ｐ

Ｒ
映
像
な
ど
を
作
る
。
９
月

日
は
太
白
消
防
署
員
５
人
か
ら

火
災
の
消
火
活
動
や
救
急
、
救

助
な
ど
具
体
的
な
業
務
を
学
ん

だ
。受

講
し
た
高
橋
惇
さ
ん

は
、
若
林
区
荒
浜
の
祖
父
宅
が

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
被
災

し
た
。
「
消
防
の
役
割
を
改
め

て
見
直
し
、
作
品
に
生
か
し
た

い
」
と
話
し
た
。

完
成
し
た
作
品
は
、
来
春
の

火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
太
白

区
内
で
開
く
イ
ベ
ン
ト
で
披
露

す
る
予
定
。
太
白
消
防
署
予
防

課
は
「
火
災
予
防
の
大
切
さ
を

若
い
世
代
に
訴
え
た
い
」
と
学

生
の
感
性
に
期
待
を
寄
せ
る
。
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実
力
ア
ッ
プ
勉
強
法
③
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学習時間十分に確保

公
立
高
入
試
ま
で
４
カ
月
余

り
。
受
験
生
は
、
い
よ
い
よ
実

感
が
高
ま
っ
て
く
る
頃
だ
ろ

う
。
春
先
の
臨
時
休
校
の
影
響

を
受
け
た
来
年
の
入
試
は
、
例

年
と
異
な
る
日
程
の
感
覚
で
臨

む
必
要
が
あ
る
。
出
題
範
囲
が

狭
ま
る
社
会
、
数
学
、
理
科
の

３
教
科
に
つ
い
て
も
、
よ
く
確

認
し
て
計
画
を
立
て
よ
う
。

学
習
計
画
を
立
て
る
際
は
、

自
身
の
目
標
と
現
状
を
知
る
こ

と
が
大
切
だ
。
志
望
校
合
格
な

ど
の
長
期
目
標
と
、
そ
の
達
成

に
向
け
た
毎
月
・
毎
週
の
短
期

目
標
を
設
定
し
、
現
状
を
目
標

に
近
づ
け
る
た
め
の
作
戦
を
考

え
て
ほ
し
い
。

い
つ
ま
で
に
何
点
ア
ッ
プ
さ

せ
る
の
か
。
何
時
間
、
何
ペ
ー

ジ
を
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。
数
値
を
決
め
た
具
体
的

な
プ
ラ
ン
が
効
果
的
だ
。

近
年
は
単
な
る
知
識
だ
け
で

は
な
く
、
資
料
を
活
用
す
る
力

や
、
考
え
を
表
現
す
る
力
を
問

う
出
題
が
増
え
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
臨
機
応
変
に
対

応
で
き
る
実
践
的
な
力
を
、
入

試
ま
で
に
コ
ツ
コ
ツ
育
み
た

い
。何

よ
り
大
切
な
の
は
、
十
分

な
学
習
時
間
を
確
保
す
る
こ
と

だ
。
客
観
的
に
自
分
が
勉
強
不

足
で
あ
る
場
合
や
、
や
る
べ
き

こ
と
が
計
画
に
収
ま
り
切
ら
な

い
場
合
は
、
学
習
時
間
を
し
っ

か
り
増
や
す
こ
と
が
一
番
の
近

道
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
上
で
、
学
習
効
率
を
高

め
よ
う
。
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
、
学
校
や
塾
の
先
生

に
質
問
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。

解
決
し
た
後
、
本
当
に
理
解
で

き
た
か
ど
う
か
、
も
う
一
度
確

か
め
よ
う
。
点
数
を
伸
ば
す
た

め
に
は
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
が
欠

か
せ
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
学
習
ツ
ー
ル

も
普
及
し
て
お
り
、
効
率
よ
く

楽
し
く
学
べ
る
。
上
手
に
活
用

し
て
ほ
し
い
。

受
験
期
は
疲
れ
や
不
安
が
た

ま
り
や
す
い
。
自
身
の
努
力
を

十
分
に
認
め
、
楽
し
い
高
校
生

活
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
前
向

き
に
乗
り
越
え
よ
う
。

（
個
別
教
室
の
ア
ッ
プ
ル
・
鎌

田
し
お
り
定
禅
寺
通
教
室
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

答えは 日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

（

月

日
夕
刊
）

皆
みな

さんは国語が乱れていると感じること

がありますか。国語の乱れについてはいろ

いろな考
かんが

えがありますが、言
こと

葉
ば

のもとも

との正しい意味を知
し

ることで言葉を敏
びん

感
かん

に

感じる心
こころ

や豊
ゆた

かに表
ひょう

現
げん

する力
ちから

が培
つちか

われる

と考えます。この記
き

事
じ

をきっかけに、さま

ざまな慣用句の意味を調
しら

べてみてはいかが

でしょうか。

（日
に

本
ほん

新
しん

聞
ぶん

協
きょう

会
かい

ＮＩＥアドバイザー・県
けん

図
と

書
しょ

館
かん

主
しゅ

幹
かん

坂
さか

本
もと

謙
けん

）

１ 「国
こく

語
ご

が乱
みだ

れていない」と感
かん

じる人
ひと

が増
ふ

えてきていますが、そう感じる理
り

由
ゆう

で最
もっと

も多
おお

かった は何
なん

ですか。

（ ）

２「浮
う

き足
あし

立
だ

つ」 もと 意
い

味
み

は何ですか。

（ ）

３ 今
こん

回
かい

調
ちょう

査
さ

では他
ほか

も質
しつ

問
もん

した慣
かん

用
よう

句
く

があります。

①「敷
しき

居
い

が高
たか

い」 意味で正
ただ

しい はどちら

でしょうか。

高
こう

級
きゅう

すぎたり上
じょう

品
ひん

すぎたりして入
はい

り

くい

イ 相
あい

手
て

不
ふ

義
ぎ

理
り

をして行
い

き くい

（ ）

②「今
いま

まで ことを改
あらた

め、最
さい

初
しょ

から始
はじ

めるこ

と」という意味 慣用句はどちらでしょ

うか。

新
しん

規
き

まき直
なお

し イ 新規まき返
かえ

し

（ ）

（小学校中学年以上／朝の会）
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悔

オ
ン
ラ
イ
ン
町

ぐ

登米の城下 楽 もう

登
米
伊
達
家
の
城
下
町
で
あ
る
登
米

市
登
米
町
の
町
並
み
を
楽
し
む
「
と
よ

ま
町
中
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

が

の
両

日
、
現
地
で
開
か
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
規
模
を
縮
小

し
、一
部
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
。

日
は
午
前

時
と
午
後
２
時
の
２

回
、
蔵
造
り
の
町
家
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー

を
開
催
。
東
北
工
大
の
中
村
琢
巳
准
教

授
を
案
内
役
に
、
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
醸
造
業
「
海
老

喜
」
な
ど
４
軒
の
蔵
を
巡
る
。
参
加
無

料
で
各
回

人
で
締
め
切
り
、
予
約
必

要
。

日
は
、
海
老
喜
ま
ち
か
ど
館
で
子

ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
城
下
町
の
ミ

ニ
屏

び
ょ
う

風ぶ

を
つ
く
ろ
う
」
を
開
く
。
予
約

不
要
、
午
前

時
〜
午
後
３
時
。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
は
、
蔵
造
り
の
商

店
街
な
ど
を
回
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
町
め

ぐ
り
」
。
デ
ジ
タ
ル
商
店
街
マ
ッ
プ
で

写
真
や
動
画
を
視
聴
す
る
。

〜

日
に
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
町
め

ぐ
り
」
に
ク
イ
ズ
形
式
の
「
謎
解
き
ゲ

ー
ム
」
が
登
場
。
全
問
正
解
す
る
と
先

着

人
に
地
元
特
産
品
が
贈
ら
れ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
と
よ
ま
町
中
」

で
検
索
。
連
絡
先
は
み
や
ぎ
北
上
商
工

会
登
米
支
所
０
２
２
０
（
５
２
）
２
２

５
９
。

24

25
日

町
中
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

町
家
ツ
ア
ー
な
ど

装
置
を
受
話
器
に
付
け
、
警
察
官
か

ら
操
作
な
ど
の
説
明
を
受
け
る
佐
藤

さ
ん
（
左
）

特
殊
詐
欺
防
止
へ

迷
惑
電
話
を
撃
退

加
美
署
が
装
置
配
布

加
美
署
は
、
特
殊
詐
欺
の
被

害
防
止
の
た
め
、
加
美
郡
内
の

防
犯
連
絡
所
の
連
絡
員
１
０
２

人
に
、
迷
惑
電
話
撃
退
装
置
を

配
布
、
管
内
で
の
普
及
を
図
る

活
動
を
始
め
た
。

「
不
審
電
話
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ

ト
！
作
戦
」
と
名
付
け
た
活
動

は
、
全
国
地
域
安
全
運
動
（

〜

日
）
の
一
環
。
撃
退
装
置

配
布
は
、
県
内
の
警
察
署
で
初

め
て
の
取
り
組
み
だ
。

日
は

年
以
上
、
防
犯
連

絡
員
を
し
て
い
る
加
美
町
の
佐

藤
政
喜
さ
ん

方
を
署
員
３

人
が
訪
問
。
電
話
の
受
話
器
に

装
置
を
取
り
付
け
、
実
際
に
特

殊
詐
欺
の
犯
行
を
再
現
し
た
電

話
を
か
け
て
使
い
方
を
説
明
し

た
。
佐
藤
さ
ん
は
「
装
置
で
録

音
し
た
音
声
が
明
瞭
に
分
か
っ

た
。
老
人
会
で
地
域
の
人
に
活

用
を
呼
び
掛
け
た
い
」
と
効
果

を
実
感
し
て
い
た
。

配
布
し
た
装
置
は
電
話
の
受

話
器
に
付
け
る
簡
易
型
。
受
話

器
を
取
る
と
「
通
話
内
容
を
録

音
し
ま
す
」
と
通
知
し
、
会
話

内
容
を
録
音
す
る
。
加
美
署
は

今
月
中
に
装
置
を
配
り
、
地
区

内
で
の
普
及
を
目
指
す
。

署
に
よ
る
と
、今
年
に
入
り
、

県
内
の
特
殊
詐
欺
の
発
生
件
数

は
９
月
末
ま
で
に
計
１
３
７

件
、
被
害
総
額
は
２
億
４
８
０

万
円
に
上
る
。
昨
年
よ
り
減
っ

た
が
高
額
の
被
害
が
続
く
。
お

れ
お
れ
詐
欺
が
多
い
中
、
警
官

や
銀
行
協
会
員
を
装
っ
た
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
す
り
替
え
も

増
え
、

件
発
生
し
て
い
る
。

加
美
署
の
佐
藤
順
次
長
は

「
犯
罪
者
は
録
音
さ
れ
、
証
拠

を
残
す
こ
と
を
嫌
が
る
。
す
ぐ

電
話
を
取
ら
ず
、
留
守
番
電
話

に
し
て
折
り
返
し
電
話
を
か
け

る
の
も
有
効
だ
」
と
警
戒
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
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１
区
競
り
勝
ち
独
走
男
子

〇
…
男
子
は
１
区
の
競
り
合
い

を
制
し
た
仙
台
育
英
が
独
走
し
、

高
速
レ
ー
ス
で
全
国
優
勝
し
た
昨

年
を
上
回
る
強
さ
を
発
揮
し
た
。

１
区
吉
居
は
「
一
番
目
立
て
る
」

と
自
ら
最
長
区
間
を
志
願
し
た
。

７
・
５
㌔
付
近
で
２
位
の
東
北
に

１
度
は
抜
か
れ
る
も
、
切
れ
味
鋭

い
ス
パ
ー
ト
で
前
に
出
て

秒
の

リ
ー
ド
を
奪
っ
て
た
す
き
を
つ
な

ぐ
。
自
身
の
目
標
タ
イ
ム

分

秒
を
８
秒
上
回
り
、
何
度
も
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
を
見
せ
る
力
走
だ
っ

た
。山

岸
主
将
は
「
昨
年
の
チ
ー
ム

超
え
を
目
標
に
や
っ
て
き
て
全
力

を
発
揮
で
き
た
」
と
会
心
の
レ
ー

ス
を
振
り
返
る
。
真
名
子
監
督
は

「
吉
居
、
ム
テ
チ
、
山
平
、
白
井

と
柱
が
４
本
あ
る
。
昨
年
よ
り
強

い
」
と
全
国
２
連
覇
へ
の
手
応
え

を
語
っ
た
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
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末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

チ
ー
ム
最
高
タ
イ
ム
女
子

〇
…
女
子
の
仙
台
育
英
は
今
月

の
日
本
選
手
権
１
５
０
０
㍍
に
出

場
し
た
米
沢
、
山
中
、
杉
森
の
３

人
が
快
走
し
、
チ
ー
ム
最
高
の
１

時
間
６
分

秒
の
優
勝
タ
イ
ム
を

た
た
き
出
し
た
。

「
折
り
返
し
が
多
く
て
タ
イ
ム

が
出
な
い
」
と
い
う
釜
石
監
督
の

懸
念
は
無
用
の
心
配
だ
っ
た
。
２

年
の
米
沢
、
山
中
は
昨
年
よ
り
ス

ピ
ー
ド
を
増
し
、
１
年
の
杉
森
は

昨
年
の
エ
ー
ス
木
村
が
走
っ
た
２

区
を
ほ
ぼ
同
タ
イ
ム
で
駆
け
抜
け

た
。
日
本
選
手
権
１
５
０
０
㍍
２

位
の
米
沢
は
「
初
め
て
５
㌔
の
レ

ー
ス
を
走
り
、
ス
タ
ミ
ナ
に
自
信

が
付
い
た
」
と
力
強
か
っ
た
。

都
大
路
に
向
け
、
チ
ー
ム
内
で

は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
が
本
格
化
す

る
。
門
脇
主
将
は
「
自
分
は
目
標

タ
イ
ム
に
少
し
届
か
な
か
っ
た
。

東
北
大
会
で
全
国
に
つ
な
が
る
走

り
を
す
る
」と
気
を
引
き
締
め
た
。
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

今大会から岩沼市になった新コー

スについて、距離が設定より長いと

の指摘が出場校から相次いだ。監督

らによると、男子は 195㌔より約

550㍍長かったという。

ＧＰＳ付きの時計をはめた選手

が異変に気付いた。男子４区は本来

80875㌔だが、表示は85㌔だった。

同６区で約150㍍、女子４区も100㍍

超過の可能性がある。

仙台育英の男子４区山平は「折り

返し地点が試走より奥にあった」と

話す。事情を知らず、遅いタイムに

涙を流す女子選手もいた。

県高体連専門部は「原因を突き止

め、来年はしっかり準備する」とわ

びた。仙台育英の真名子監督は「（男

子で）２時間１分台も狙えただけ

に残念。それでもコロナ下で開催し

てくれたことに感謝したい」と語っ

た。

新コース長かった？ 出場校の指摘相次ぐ

日
の答

え
だ
よ
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⊃

【かほくワークシートの模範解答】

１ 「国
こく

語
ご

が乱
みだ

れていない」と感
かん

じる人
ひと

が増
ふ

えてきてい

ますが、そう感じる理
り

由
ゆう

で最
もっと

も多
おお

かったのは何
なん

ですか。

（言
こと

葉
ば

は時
じ

代
だい

によって変
か

わるものだ）

２ 「浮
う

き足
あし

立
だ

つ」のもとの意
い

味
み

は何ですか。

（おそれや不
ふ

安
あん

を感じて落
お

ち着
つ

かない）

３ 今
こん

回
かい

の調
ちょう

査
さ

では他
ほか

にも質
しつ

問
もん

した慣
かん

用
よう

句
く

があります。

①「敷
しき

居
い

が高
たか

い」の意味で正
ただ

しいのはどちらでしょうか。

ア 高
こう

級
きゅう

すぎたり上
じょう

品
ひん

すぎたりして入
はい

りにくい

イ 相
あい

手
て

に不
ふ

義
ぎ

理
り

をして行
い

きにくい

（イ）

②「今
いま

までのことを改
あらた

め、最
さい

初
しょ

から始
はじ

めること」という

意味の慣用句はどちらでしょうか。

ア 新
しん

規
き

まき直
なお

し

イ 新規まき返
かえ

し

（ア）

日

仙
台

▽
お
か
だ
小
児
科
（
小
児

科
）
‖
泉
区
黒
松
０
２
２
（
７
２
８
）

６
０
５
７
▽
せ
き
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
小
児
科
）
‖
宮
城
野
区
福
室
（
３

８
８
）
８
８
６
４
▽
や
ん
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

整
形
外
科

‖
青
葉
区

落
合

３
９
１

５
８
８
７
▽
広
南
休

日
内
科
小
児
科
診
療
所
（
内
科
・
小

児
科
）
‖
太
白
区
長
町

２
４
８

５

８
５
８
▽
泉
地
区
休
日
診
療
所
（
内

科
・
小
児
科

‖
泉
区
泉
中
央
（
３
７

３
）
９
１
９
７
▽
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内

科
・
外
科
・
整
形
外
科
・
婦
人
科
・
眼
科

・
耳
鼻
咽
喉
科
）
‖
若
林
区
舟
丁
（
２

６
６
）
６
５
６
１
▽
北
部
急
患
診
療

所

内
科
・
小
児
科
・
外
科

‖
青
葉
区

堤
町
（
３
０
１
）
６
６
１
１
▽
夜
間

休
日
こ
ど
も
急
病
診
療
所
（
小
児
科
）

‖
太
白
区
あ
す
と
長
町
（
２
４
７
）

７
０
３
５
▽
歯
科
休
日
救
急
診
療
所

‖
青
葉
区
五
橋

２
６
１

７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
水
野
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
白
石
市
沢
端
町

０
２
２
４
（
２
５
）
２
７
３
６
▽
公

立
刈
田
総
合
病
院
（
外
科
）
‖
白
石

市
福
岡
蔵
本
（
２
５
）
２
１
４
５
▽

高
橋
歯
科
医
院
‖
白
石
市
柳
町
（
２

６
）
３
５
４
３

角
田
・
丸
森

▽
仙
南
病
院
（
内

科
・
外
科
）
‖
角
田
市
角
田
０
２
２

４
（
６
３
）
２
０
０
３

柴
田

▽
い
の
ま
た
胃
と
腸
・
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
柴
田
町

槻
木
上
町
０
２
２
４
（
８
７
）
８
７

５
０
▽
乾
医
院
（
外
科
）
‖
柴
田
町

槻
木
下
町
（
５
６
）
１
４
５
１
▽
吉

田
歯
科
医
院
‖
村
田
町
村
田
（
８
３
）

２
０
６
１

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１
▽
い
ち
ろ
う
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
‖
飯
野
坂
（
３
８
２
）
８

６
０
１

岩
沼

▽
本
郷
医
院
‖
中
央
０
２

２
３
（
２
４
）
２
１
０
０

亘
理
・
山
元

▽
さ
く
ら
整
形
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
亘
理
町
東
郷
０
２

２
３
（
２
３
）
０
３
６
６

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
塩
釜
市
錦
町
０
２
２

（
３
６
６
）
０
６
３
０
▽
鈴
木
歯
科

医
院
‖
利
府
町
加
瀬
（
３
５
６
）
５

４
２
０

黒
川

▽
か
と
う
眼
科
医
院
‖
大

和
町
吉
岡
東
０
２
２
（
３
４
７
）
１

６
８
２

大
崎

【
昼
】
▽
あ
り
ま
小
児
科

医
院
（
内
科
）
‖
古
川
駅
南
０
２
２

９
（
２
２
）
７
０
７
０
▽
大
崎
市
民

病
院
鹿
島
台
分
院
（
内
科
）
‖
鹿
島

台
平
渡
（
５
６
）
２
６
１
１
▽
天
野

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
田
尻

北
牧
目
（
３
９
）
１
２
３
３
▽
永
仁

会
病
院
（
外
科
）
‖
古
川
旭
（
２
２
）

０
０
６
３
▽
大
崎
口
腔
保
健
セ
ン
タ

ー
診
療
室
（
歯
科
）
‖
古
川
南
町
（
２

４
）
５
１
０
１
【
夜
】
▽
永
仁
会
病

院
（
内
科
・
外
科
）
‖
古
川
旭
（
２

２
）
０
０
６
３

加
美
・
玉
造

▽
あ
り
ま
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
加
美
町
西
町
０

２
２
９
（
６
３
）
２
２
３
０

遠
田

▽
涌
谷
町
国
民
健
康
保
険

病
院
‖
涌
谷
町
涌
谷
０
２
２
９
（
４

３
）
５
１
１
１

栗
原

▽
沢
辺
中
央
医
院
‖
金
成

沢
辺
０
２
２
８
（
４
２
）
１
１
７
１

▽
栗
原
市
立
花
山
診
療
所
‖
花
山
本

沢
久
保
（
５
６
）
２
０
１
３

登
米

▽
佐
幸
医
院
‖
迫
町
佐
沼

０
２
２
０
（
２
２
）
７
０
０
３
▽
お

お
さ
か
歯
科
医
院
‖
中
田
町
宝
江

（
３
４
）
６
６
６
８

石
巻

▽
茜
平
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内

科
）
‖
茜
平
０
２
２
５

９
８

５
１

０
８
▽
石
巻
市
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

小
児
科

‖
蛇
田

９
４

５
１
１
１

▽
あ
べ
ク
リ
ニ
ッ
ク
産
科
婦
人
科

産
婦
人
科

‖
大
街
道
西

２
２

３

３
２
２
▽
も
の
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
‖
桃
生
町

７
６

４
０
２
４

▽
沼
倉
歯
科
医
院
‖
鋳
銭
場
（
９
３
）

８
６
２
２
▽
石
巻
歯
科
医
師
会
休
日

診
療
所
‖
中
里
（
９
４
）
８
２
２
３

東
松
島

▽
み
や
ぎ
東
部
循
環
器

科
‖
赤
井
０
２
２
５
（
８
２
）
９
９

３
０気

仙
沼

▽
こ
ま
つ
内
科
医
院
‖

田
谷
０
２
２
６
（
２
９
）
６
４
８
２

▽
金
沢
歯
科
医
院
‖
新
町
（
２
４
）

１
１
５
５

乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳

匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

催

し

◇
写
真
展
「
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
地
下
化

周
年
」

〜

日
午
前

時
〜

午
後
４
時
、
仙
台
市
宮
城
野
区
中
央

市
民
セ
ン
タ
ー
。
宮
城
野
原
案
内
人

の
会
主
催
。
地
下
化
前
の
風
景
や
地

下
化
工
事
の
様
子
、
旧
駅
舎
・
線
路

の
撤
去
な
ど
の
写
真
を
展
示
す
る
。

入
場
無
料
。
菅
野
さ
ん
０
８
０
（
１

６
７
６
）
１
１
４
６
。

◇
気
候
変
動
に
無
関
心
で
は
い
ら

れ
な
い
！
僕
ら
が
で
き
る
ア
ク
シ
ョ

ン
を

日
昼
の
部
午
後
１
時
・
夜

の
部
午
後
６
時
、
古
川
市
・
ま
き
ば

ポ
ニ
ー
牧
場
。

日
昼
の
部
午
後
１

時
・
夜
の
部
午
後
６
時

太
白
区
・
藁

の
家
。
環
境
活
動
家
の
谷
口
た
か
ひ

さ
さ
ん
が

気
候
危
機

と
題
し
て
話

す
。
入
場
無
料
。
主
催
は
山
民
・
伊

藤
０
８
０

５
５
７
２

２
２
０
０
。

◇
異
業
種
交
流
会
「
仙
台
は
な
も

く
七
三
会
」
例
会

日
午
後
６
時

半
、
仙
台
市
青
葉
区
・
東
北
学
院
サ

テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

仙
台
放
送
局
の
杉
尾
宗
紀
さ
ん
が

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
見
た
日
本
と

仙
台
の
最
近
の
動
向
」
と
題
し
て
話

す
。
八
木
さ
ん
０
７
０
（
６
６
２
３
）

５
１
０
８
。

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

募

集

◇
仙
台
藩
志
会
公
開
歴
史
講
座

「
伊
達
学
塾
」

日
午
後
２
時
半
、

仙
台
市
青
葉
区
・
市
戦
災
復
興
記
念

館
。
市
博
物
館
学
芸
員
の
佐
々
木
徹

さ
ん
が
「
海
を
渡
っ
た
仙
台
藩
士

支
倉
六
右
衛
門
」
と
題
し
て
話
す
。

申
し
込
み
は

日
ま
で
、
先
着

人
。

資
料
代
７
０
０
円
。
事
務
局
の
柳
沼

さ
ん
０
２
２（
３
９
２
）７
７
２
９
。

日

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

▽
名
取
市
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
取

（
午
後
の
み
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も

受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分

・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽
登
米

市
・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
（
骨
髄
バ

ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽
大
河
原
町
・
カ
ワ
チ
薬
品

大
河
原
店
（
午
前

時
〜

時

分

・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
全
血
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午

後
５
時
、
成
分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４
時

分
）
▽
献
血
ル
ー

ム
ア
エ
ル

（
全
血
献
血
は
午
前
９

時

分
〜
午
後
５
時
、
成
分
献
血
は

午
前
９
時

分
〜
午
後
４
時

分
）

◇
男
子
成
績

①
仙
台
育
英
（
吉
居
、

後
藤
、
ム
テ
チ
、
山
平
、
小
原
、
山
岸
、

白
井
）
２
時
間
２
分

秒
②
東
北
２
時
間

６
分

秒
③
仙
台
大
明
成
２
時
間

分
８

秒
④
利
府
２
時
間

分

秒
⑤
聖
和
学
園

２
時
間

分

秒
⑥
古
川
工
２
時
間

分

秒
⑦
泉
２
時
間

分

秒

【
区
間
１
位
記
録
】

▽
１
区
（

㌔
）
吉
居
駿
恭
（
仙
台
育

英
）

分
７
秒

▽
２
区
（
３
㌔
）
後
藤
謙
昌
（
仙
台
育

英
）
８
分

秒

▽
３
区
（
８
・
１
０
７
５
㌔
）
ボ
ニ
フ

ェ
ス
・
ム
テ
チ
（
仙
台
育
英
）

分

秒

▽
４
区
（
８
・
０
８
７
５
㌔
）
山
平
怜

生
（
仙
台
育
英
）

分
４
秒

▽
５
区
（
３
㌔
）
小
原
快
都
（
仙
台
育

英
）
８
分

秒

▽
６
区
（
５
㌔
）
山
岸
柊
斗
（
仙
台
育

英
）

分
２
秒

▽
７
区
（
５
㌔
）
白
井
勇
佑
（
仙
台
育

英
）

分

秒

◇
女
子
成
績

①
仙
台
育
英
（
山
中
、

杉
森
、
ム
ワ
ン
デ
、
門
脇
、
米
沢
）
１
時

間
６
分

秒
②
東
北
１
時
間

分

秒
③

常
盤
木
学
園
１
時
間

分

秒
④
聖
和
学

園
１
時
間

分

秒
⑤
利
府
１
時
間

分

秒
⑥
仙
台
一
１
時
間

分
２
秒
⑦
仙
台

三
１
時
間

分

秒

【
区
間
１
位
記
録
】

▽
１
区
（
６
㌔
）
山
中
菜
摘
（
仙
台
育

英
）

分
６
秒

▽
２
区
（
４
・
０
９
７
５
㌔
）
杉
森
心

音
（
仙
台
育
英
）

分
４
秒

▽
３
区
（
３
㌔
）
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ム

ワ
ン
デ
（
仙
台
育
英
）
９
分

秒

▽
４
区
（
３
㌔
）
門
脇
奈
穂
（
仙
台
育

英
）
９
分

秒

▽
５
区
（
５
㌔
）
米
沢
奈
々
香
（
仙
台

育
英
）

分

秒

初
公
開
さ
れ
た
ふ
す
ま
の
唐
紙
。
下
張
り
に
使
わ
れ
た
古
文
書
も

展
示
し
て
い
る

女
子
優
勝
の
テ
ー
プ
を
切
る
仙
台
育
英
の
ア
ン
カ
ー
米
沢

男
子
第

回
、
女
子
第

回

の
全
国
高
校
駅
伝
競
争
大
会
県

予
選
会
が

日
、
岩
沼
市
の
岩

沼
海
浜
緑
地
北
ブ
ロ
ッ
ク
発
着

の
コ
ー
ス
（
男
子
７
区
間

・

１
９
５
㌔
、
女
子
５
区
間

・

０
９
７
５
㌔
）
で
あ
り
、
男
子

は
仙
台
育
英
が
６
年
連
続

度

目
、
女
子
も
同
校
が

年
連
続

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

全
国
大
会
（

月

日
・
京
都
）

出
場
は
男
子
が

度
目
、
女
子

が

度
目
。

男
子

校
、
女
子

校
が
出

場
。
昨
年
の
全
国
大
会
を
男
女

で
制
し
た
仙
台
育
英
は
男
女
と

も
に
１
区
で
ト
ッ
プ
に
立
ち
、

逃
げ
切
っ
た
。
男
子
は
２
時
間

２
分

秒
、
女
子
は
１
時
間
６

分

秒
と
男
女
と
も
昨
年
の
チ

ー
ム
記
録
を
上
回
っ
た
。

男
女
の
上
位
５
校
は

月

日
に
一
関
市
で
開
か
れ
る
東
北

大
会
に
進
む
。
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⊃

大
崎
・
岩
出
山
旧

有
備
館

一
般
公
開

周
年
で
企
画
展

大
崎
市
岩
出
山
の
旧
有
備
館

で
一
般
公
開

周
年
を
記
念
し

た
企
画
展
「
有
備
館
の
あ
ゆ
み
」

が
開
か
れ
て
い
る
。

月

日

ま
で
。

資
料

点
と
写
真

点
を
展

示
。
昭
和
の
半
解
体
修
理
工
事

や
東
日
本
震
災
後
の
修
復
工
事

な
ど
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
独
眼
竜
政
宗
」
放
映
時

の
に
ぎ
わ
い
な
ど
を
た
ど
る
。

旧
有
備
館
は
一
時
期
、
「
現

存
す
る
日
本
最
古
の
学
問
所
」

と
し
て
宣
伝
し
た
が
、
そ
の
後

の
歴
史
資
料
の
分
析
で
建
築
時

期
と
学
問
所
と
し
て
使
わ
れ
始

め
た
時
期
が
異
な
る
こ
と
が
判

明
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

て
使
わ
な
く
な
っ
た
経
緯
に
も

解
説
で
触
れ
て
い
る
。

初
公
開
資
料
は
、
昭
和
の
修

理
ま
で
使
用
さ
れ
た
ふ
す
ま
の

唐
紙
。
伊
達
家
の
家
紋
の
三
引

両
や
九
曜
紋
を
文
様
に
あ
し
ら

っ
た
デ
ザ
イ
ン
が
楽
し
め
る
。

再
現
し
た
ふ
す
ま
の
唐
紙
が
、

庭
の
松
と
調
和
し
て
い
る
こ
と

も
感
じ
ら
れ
る
。

国
指
定
史
跡
・
名
勝
の
「
旧

有
備
館
お
よ
び
庭
園
」
は
、
岩

出
山
伊
達
家
２
代
宗
敏
の
隠
居

所
と
し
て
建
て
ら
れ
、
学
問
所

と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。
１
９

７
０
年
に
旧
岩
出
山
町
が
譲
り

受
け
、
一
般
公
開
を
始
め
た
。

震
災
で
主
屋
が
倒
壊
す
る
被
害

が
あ
っ
た
が
、
修
復
し
た
。

企
画
展
は
春
の
開
催
予
定
だ

っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
秋
に
延

期
さ
れ
た
。
市
教
委
の
担
当
者

は
「
震
災
な
ど
の
災
害
を
乗
り

越
え
た
の
は
市
民
の
支
援
が
あ

っ
た
た
め
。
引
き
続
き
人
が
交

流
す
る
施
設
と
し
て
活
用
し
て

い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

入
館
料
は
大
人
３
５
０
円
、

高
校
生
２
６
０
円
、
小
中
学
生

１
８
０
円
。
月
曜
休
館
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）
。
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利

府

５
｜
４

常
盤
木
学
園

仙
台
二
華
・

仙
台
南

｜
４

東
北
生
活
文

化
大
高

利

府

｜
２

仙
台
二
華
・

仙
台
南

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（

日
・
仙
台
市
海

岸
公
園
野
球
場
）

▽
女
子
準
決
勝

▽
決
勝 県

高
校
新
人
大
会

仙

台

育

英

｜

白

石

工

東

北

学

院

｜

仙

台

育

英

仙

台

｜

石

巻

東

北

学

院

｜

仙

台

宮

城

工

｜

仙

台

商

東

北

｜

宮

城

工

仙

台

城

南

｜

尚

絅

学

院

東

北

｜

仙

台

城

南

東
北
生
活
文

化
大
高

｜

仙

台

一

利

府

｜

東
北
生
活
文

化
大
高

聖

和

学

園

｜

仙

台

二

聖

和

学

園

｜

利

府

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

全
国
高
校
選

手
権
県
予
選
本
大
会
（

、

日
・
気
仙

沼
市
総
合
体
育
館
ほ
か
）

【
男
子
】

▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
１
回
戦

▽
２
回
戦

▽
決
勝

▽
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
１
回
戦

▽
２
回
戦

▽
決
勝

▽
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
１
回
戦

▽
２
回
戦

▽
決
勝

【
女
子
】

聖

和

学

園

｜

石

巻

宮

城

一

｜

富

谷

仙

台

一

｜

柴

田

尚

絅

学

院

｜

聖
ウ
ル
ス
ラ

学
院
英
智

東

北

｜

塩

釜

名

取

北

｜

白

石

仙

台

商

｜

桜

坂

仙
台
大
明
成

｜

仙

台

南

聖

和

学

園

名
｜

宮

城

一

尚

絅

学

院

｜

仙

台

一

名

取

北

｜

東

北

仙
台
大
明
成

｜

仙

台

商

▽
１
回
戦

▽
２
回
戦

男
子
優
勝
を
決
め
る
仙
台
育
英
の
ア
ン
カ
ー
白
井
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⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

(１８)２０２０年(令和２年)１０月１８日(日曜日) (１８)２０２０年(令和２年)１０月１８日(日曜日)




